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登
別
市
連
合
町
内
会
、
白
石
市
自
治

会
連
合
会
、
海
老
名
市
自
治
会
連
絡
協

議
会
（
海
老
名
市
自
治
連
）
の
３
会
に

お
い
て
姉
妹
都
市
の
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
２
年
に
１
度
情
報
交
換
会
を
開
催

し
、
自
治
会
活
動
の
在
り
方
な
ど
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
姉
妹
都

市
情
報
交
換
会
は
２
年
間
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
挨
拶
と

近
況
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
、
海

老
名
市
自
治
連
事
務
局
が
司
会
を
務
め
、

12
月
９
日
に
リ
モ
ー
ト
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
以
下
、
各
質
問
に
答
え
て
い

た
だ
く
形
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Q1
コ
ロ
ナ
渦
で
の
活
動
事
例
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

（
登
別
）
室
内
で
の
活
動
は
自
粛
し
ま

し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
花
壇
づ
く
り
、

廃
品
回
収
な
ど
屋
外
活
動
は
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
白
石
）
多
く
が
活
動
を
縮
小
ま
た
は

中
止
し
ま
し
た
が
、
規
模
を
縮
小
し
な

が
ら
も
地
区
住
民
の
安
否
確
認
、
感
染

症
対
策
に
重
点
を
お
い
て
防
災
訓
練
を

　
自
治
会
長
な
ら
び
に
自
治
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
２
月
に
は
、
海
老
名
市

自
治
会
連
絡
協
議
会
の
設
立
50
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
１
日
、
海
老
名
市
は
市
制

施
行
50
周
年
を
迎
え
、
大
き
な
節
目
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
開
催
し
た
式
典
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
地
域
振
興
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

自
治
会
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
、
永
年

に
わ
た
り
本
市
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
各

種
団
体
や
個
人
の
方
へ
の
感
謝
と
今
後

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
願
い
、
感
謝
状
を

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
昨
年

実
施
し
た
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
県

下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
接
種
率
と
な
っ
た

こ
と
に
加
え
、
一
人
一
人
の
感
染
対
策

の
徹
底
や
外
出
の
自
粛
な
ど
市
民
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
大
き
な
感
染
拡

大
に
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も
、
自
治

会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に

加
え
、
防
災
、
防
犯
な
ど
継
続
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
今
年
度
や
む
な
く

中
止
し
た
各
種
記
念
事
業
を
「
50
プ
ラ

ス
１
」
と
し
て
実
施
し
、
市
民
の
皆
様

と
楽
し
め
る
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
「
住

み
た
い
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
　
え
び

な
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
元
気
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で

「
前
へ
」
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
と
も
自
治
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
令
和
４
年
度
が
貴
会
の
更
な

る
発
展
の
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、
ご

挨
拶
と
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　ご
あ
い
さ
つ

　海
老
名
市
長
　
内
野
　
　
優

コロナ禍での活動事例につ
いて…。

連合からコロナ対策として
の働きかけの内容は…。

コロナ禍の経験を踏まえ
今後の活動について…。

特記事項があれば何か…。

Q1

Q2

Q3

Q4

行
っ
た
自
治
会
も
あ
り
ま
し
た
。

（
海
老
名
）
マ
ス
ク
が
不
足
の
時
期
に

は
、
購
入
先
を
探
し
自
治
会
員
に
配
布

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
の
定
例
の

食
事
会
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
は
、
感
染
防

止
の
観
点
で
対
面
を
避
け
、
持
ち
帰
り

や
配
布
な
ど
で
行
い
ま
し
た
。

Q2
連
合
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
働

き
か
け
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
白
石
）
白
石
市
自
治
会
連
合
会
役
員

会
を
通
し
、
感
染
防
止
対
策
の
働
き
か

け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
基
づ

き
各
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
感
染
対
策

を
講
じ
、自
治
会
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
感
染
者
数
は
県
内
市
で
は
最
小
の

市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
登
別
）
感
染
予
防
対
策
を
ま
と
め
た

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
内
活
動
ス
タ

イ
ル
」
の
冊
子
を
全
93
自
治
会
に
配
布

し
、
自
治
会
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

（
海
老
名
）
行
政
か
ら
都
度
発
出
さ
れ

る
感
染
防
止
対
策
を
受
け
、
自
治
連
会

長
名
で
活
動
方
針
書
簡
を
継
続
し
て
出

し
、
自
治
会
長
が
対
応
し
や
す
い
環
境

を
整
え
ま
し
た
。
各
他
自
治
会
の
活
動

状
況
を
ま
と
め
、
全
60
自
治
会
で
共
有

し
ま
し
た
。

Q3
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
海
老
名
）
飲
食
を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
状
況
を
み
な
が
ら
、
配
布
や

持
ち
帰
り
な
ど
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
す

る
か
、
次
年
度
ま
で
に
は
ま
と
め
て
方

針
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
登
別
）
コ
ロ
ナ
禍
は
事
業
の
見
直
し

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

人
と
人
の
接
触
が
で
き
な
い
状
況
の
中

で
独
居
の
方
な
ど
の
孤
立
・
孤
独
が
発

生
し
、
地
域
で
の
要
支
援
者
へ
の
日
頃

か
ら
の
見
守
り
、
声
掛
け
、
助
合
い
が

如
何
に
重
要
か
を
認
識
し
ま
し
た
。

（
白
石
）
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
感

染
防
止
対
策
を
継
続
し
、
活
動
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
内
容
や
反

省
点
な
ど
今
後
の
自
治
会
活
動
に
効
果

的
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

Q4
最
後
に
特
記
事
項
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
登
別
）
毎
月
発
行
す
る
市
広
報
の
１

ペ
ー
ジ
を
も
ら
い
、
町
内
会
か
ら
の
情

報
を
毎
月
提
供
し
、
加
入
促
進
、
町
内

会
活
動
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
白
石
）
自
治
会
活
動
や
会
合
を
通
し

て
役
員
後
継
者
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
機
会
が
失
わ
れ

た
こ
と
で
、
地
区
住
民
の
自
治
会
活
動

に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
て
き
て
お
り
自

治
会
の
運
営
体
制
の
脆
弱
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
効
果
的
な
取
り
組
み
例

が
あ
れ
ば
歯
止
め
を
か
け
る
一
助
に
し

た
い
の
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

（
海
老
名
）
今
年
度
は
加
入
率
の
低
下

の
歯
止
め
、
加
入
促
進
の
推
進
を
目
的

と
し
て
、自
治
会
員
向
け
特
典
を
作
り
、

自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
増
や
す
仕
組
み

を
作
り
ま
し
た
。
効
果
が
出
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
。
本
日
は
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令和３年度

姉妹都市
情報交換会

白石市自治会連合会
紺野澄雄 会長

白石市自治会連合会
紺野澄雄 会長

登別市連合町内会
中川信市 会長

登別市連合町内会
中川信市 会長

海老名市自治会連絡協議会
柳下泰介会長

海老名市自治会連絡協議会
柳下泰介会長

2年ぶりに画面越しながら
　　　　　再会できました！！
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既
に
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
か
ら
１
年

以
上
が
経
過
し
て
い
た
為
に
住
民
の
皆

様
は
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
危
機
意
識
が
非

常
に
高
く
、
人
と
人
と
の
適
切
な
距
離

を
保
っ
て
生
活
が
で
き
て
お
り
、
役
員

と
し
て
は
非
常
に
助
か
っ
て
お
り
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
来
、

従
来
の
活
動
が
で
き
ず
、
年
度
初
め
の

総
会
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
員
の
皆
様

に
は
書
面
で
の
決
議
を
行
い
対
面
で
の

集
会
は
避
け
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
連
絡
事
項
に
つ
い
て
も
書

面
に
て
回
覧
・
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
役
員
会
は
、
常
に
換
気
を
行

い
、
会
議
が
長
引
か
な
い
よ
う
時
短
に

心
が
け
て
お
り
ま
す
。
部
屋
の
広
さ
を

最
大
限
利
用
し
、
席
を
十
分
離
れ
て
座

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
又
、
接
触
リ
ス
ク
を
増
や
さ
な
い
こ

と
と
自
治
会
活
動
と
の
両
立
を
ど
う
す

る
か
は
、
特
に
会
員
に
高
齢
者
が
多
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
患

者
が
世
界
各
地
に
拡
大
し
、
国
内
に
於

い
て
も
毎
日
の
よ
う
に
感
染
者
の
増
加

を
辿
り
、
逼
迫
し
た
医
療
体
制
の
危
機

感
を
感
じ
る
ま
で
に
な
り
、
感
染
防
止

対
策
で
明
け
暮
れ
た
２
年
余
で
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
自
治
会
活
動
は
、
昨

年
度
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
毎
月
２
回
の

定
例
会
。
公
園
等
の
清
掃
活
動
・
自
主

防
災
訓
練
・
民
生
児
童
委
員
と
の
情
報

交
換
会
で
し
た
。８
月
の
社
家
納
涼
祭
、

９
月
の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
は
緊
急
事

態
宣
言
発
令
で
、
２
年
連
続
の
中
止
と

な
り
残
念
が
る
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
定
例
会
で
は
、
市
か
ら
の
連
絡
事
項

の
伝
達
・
報
告
、
地
域
の
方
々
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
要
望
書
等
の
話
し
合
い
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
進
め
て
き

 
 
 
 
 
 
 
 

東
柏
ケ
谷
一
丁
目
自
治
会

東
柏
ケ
谷
一
丁
目
自
治
会

　
　会
長
　

植
木
植
木 

文
夫
文
夫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
家
自
治
会

社
家
自
治
会 
                          

会
長
会
長
　

清
水
清
水 

賢
治
賢
治

                          

　
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）、
マ
ス
ク
着
用
、

手
洗
い
な
ど
が
要
請
さ
れ
日
常
生
活
・

経
済
活
動
に
も
大
き
な
弊
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　
自
治
会
活
動
に
お
い
て
は
、
総
会
を

は
じ
め
、
夏
祭
り
、
敬
老
事
業
な
ど
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

　
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
舞
台
で

は
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
や
和
太
鼓
演
奏

又
は
歌
手
の
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

聞
こ
え
、
会
場
周
囲
に
は
多
く
の
夜
店

が
立
ち
並
び
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

毎
年
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
楽
し
み
に

し
て
い
た
夏
祭
り
が
２
年
連
続
で
中
止

に
な
り
、
敬
老
事
業
に
お
い
て
も
、
多

く
の
高
齢
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
事

業
も
余
儀
な
く
中
止
に
な
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
薄
れ
た
危
機
感
を
も
ち
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
自
治
会
活
動

は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
暗
中
模
索
の

状
態
で
し
た
が
、
皆
が
今
ま
で
以
上
に

近
隣
の
方
々
と
融
和
を
図
り
、
助
け
合

い
の
精
神
を
持
ち
、
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
郷
自
治
会

上
郷
自
治
会

　
　
　
　
　
　      

      

会
長
会
長
　

鍵
渡
鍵
渡 

豊豊

助
け
あ
い
精
神
で

　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
活
動

 
 

暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り

自
治
会
に
は
共
通
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
前
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

中
止
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
何
が
正
解

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
安
全
・
清
潔

で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
あ
り
続
け
る

こ
と
と
、
そ
れ
を
少
し
で
も
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
、
試
行
錯
誤
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
自
治
会
会
員
・
自
治
会

役
員
Ｏ
Ｂ
・
民
生
委
員
・
各
団
体
や
自

治
連
の
方
々
に
も
ご
指
導
を
頂
き
、
ま

た
他
の
自
治
会
様
の
取
組
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
も
、変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

を
巡
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す

が
、
今
ま
で
つ
ち
か
っ
た
教
訓
を
生
か

し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
ち
、
一

日
で
も
早
く
以
前
の
よ
う
に
明
る
い
街

に
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

 
 

対
策
を
と
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
活
動

ま
し
た
。

　
自
治
会
館
及
び
児
童
公
園
を
含
む
３

か
所
の
公
園
草
刈
り
、
除
草
清
掃
は
各

団
体
の
方
々
の
協
力
の
も
と
２
〜
３
か

月
に
１
回
定
期
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
訓
練
は
、
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
の
10
月
16
日
に
行
い
ま
し
た

が
、
３
密
を
避
け
、「
安
心
」「
安
全
」

を
保
つ
た
め
当
日
は
防
災
指
導
員
、
女

性
防
火
推
進
員
に
も
参
加
い
た
だ
き
防

災
倉
庫
内
の
備
蓄
品
・
発
電
機
ま
た
消

火
器
な
ど
資
機
材
の
点
検
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
民
生
児
童
委
員
と
の
情
報
交
換
会
は

11
月
に
行
い
、
各
委
員
の
活
動
状
況
や

地
域
の
高
齢
化
率
な
ど
の
情
報
提
供
報

告
を
受
け
、
昨
今
多
く
み
ら
れ
る
地
震

な
ど
の
災
害
に
備
え
、
お
互
い
に
避
難

場
所
等
の
再
確
認
‼
改
め
て
情
報
交
換

を
密
に
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
確
認
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
は
、
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と
思
っ
て
い

た
中
、
各
イ
ベ
ン
ト
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
中
止
と
な
り
残
念
で
す
。
コ
ロ
ナ
社

会
の
情
勢
に
合
わ
せ
、
対
策
し
つ
つ
自

治
会
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

施 設 研 修

座 学 研 修

海 老 名 市 消 防 署海 老 名 市 消 防 署  
　 　 　 　　 　 　 　 西 分 署 紹 介西 分 署 紹 介

アフターコロナのアフターコロナの
自治会などの地域活動について自治会などの地域活動について

　自治連にて毎年行われている施設研修。今年度はコ
ロナ禍により海老名消防署西分署の見学は中止となり
ました。
　西分署は、令和３年３月に海老名市の西部地区の安
全・安心を守る拠点として開署しました。特筆すべき
設備を本紙にて紹介します。
　１つは、低所や高所、河川に取り残された人を想定
した人命救助訓練が行える、全天候型高機能訓練室が
館内にあります。ふつうは屋外にある設備です。１階
には、プロジェクターや音響設備が備えられ、座学も
受けられ、効率的な訓練ができます。
　他に、高圧での放水訓練ができる放水壁、女性職員
に配慮した専用エリアなどがあります。西分署の開署
により海老名市内の消防活動拠点が整いました。
　海老名市の人口は増加の傾向が予想されます。市民
の安全・安心を守る拠点が整備され、非常に頼もしい
です。

　今年度の座学研修は、今地域活動の中で参考情報と
して一番欲しい内容のひとつを選びました。
コロナ感染防止対策を考慮し、リモート会議にて実施
しました。（会場参加：16名、自宅参加：14名）
　講師は合同会社フォーティーＲ＆Ｃ代表、地域活性
化・まちづくりコンサルタントの水津陽子先生で、地
域活動をテーマとして、数々の講演実績をお持ちの方
です。
　講演は、現状の地域活動に対する課題・問題点・自
治会単独での活動の限界など詳細の分析を基に、今後
の地域活動に何が必要になるのか具体的な指針が示さ
れ非常に役に立つ内容でした。
　本講演をきっかけに、今後の自治会活動に具体的な
事業計画が策定され、地域の活性化に寄与する事を期
待したいと思います。

▲西分署女子洗面所▲高機能訓練室

▲会場参加風景
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子どもらに
　自ら気づく喜びを大切にしたい。

　「あっ、そうか！」と

海老名市上今泉1-22-56

社会福祉法人慶泉会強くやさしく「生きる力」を…

ht tp://www.sakurai. ac. pj /
海老名市上今泉1-8-34
h t tp://www.keisen-ed.jp /

046-235-8150TEL海老名市上今泉1-1 4-33

学校法人　慶泉学園学校法人　慶泉学園

046-232-2525TEL
046-232-2526FAX

046-233-1835TEL
046-233-8008FAX

令和４年３月１日 （3）自 治 連 だ よ り第 49 号

　
令
和
３
年
４
月
に
発
足
し
た
海
老
名

ザ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
自
治
会
の
自
治
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
槇
大
輔
と
申
し

ま
す
。
ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
の
自
治

会
の
た
め
、
自
治
会
会
則
や
活
動
内
容

の
確
認
、
掲
示
板
の
設
置
や
プ
リ
ン

タ
ー
の
確
保
な
ど
、
準
備
を

整
え
て
い
る
段
階
で
す
。
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
の
で
各
方
面
の
皆
様
に

は
質
問
攻
め
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
特

に
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
事

務
局
と
、
海
老
名
市
地
域
づ

く
り
課
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
当
自
治
会
は
マ
ン

シ
ョ
ン
単
体
の
自
治
会
で
あ

る
た
め
住
民
と
し
て
の
一
体

感
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
若
い
世
帯
が
比
較
的
多

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自

治
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を

各
世
帯
が
ど
の
程
度
重
視
し

て
い
る
の
か
を
意
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

比
較
的
多
く
の
住
民
の
方
々
が
、
で
き

れ
ば
面
倒
な
こ
と
は
や
り
た
く
な
い
、

と
考
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

自
治
会
活
動
が
私
た
ち
の
生
活
に
何
を

も
た
ら
し
う
る
の
か
を
探
り
つ
つ
、
無

理
な
く
堅
実
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
、
そ
し
て
メ
リ
ッ

ト＞

デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
体
制

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。 新自治会長に聞いてみました新自治会長に聞いてみました

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
が
心
配
さ
れ

る
中
、
ス
タ
ー
ト
し
た
４
月
。
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
に
始
ま
っ
た
自
治
会
活
動

で
す
が
、
役
員
の
協
力
の
も
と
、
何
と

か
会
長
ら
し
い
事
が
で
き
て
い
る
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。
今
年
度
は
、
会
長

の
私
と
副
会
長
３
名
が
全
員
女
性
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
穏
や
か
な
雰

囲
気
で
活
動
で
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

10
月
７
日
、
海
老
名
市
に
震
度
４
の

地
震
が
観
測
さ
れ
、
ヒ
ヤ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
10
日
に
自
主
防
災
訓
練
を

予
定
し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
あ
り
、

当
日
の
訓
練
で
は
、
よ
り
実
際
に
地
震

が
起
き
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
治
会
活
動
と
し
て
、
９
月
ま
で
は

殆
ど
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
役
員
が
多
い
為
、
毎
月
の
定
例

会
も
人
数
制
限
を
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
役
員
間
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た

り
、
議
事
録
を
配
付
し
、
情
報
共
有
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
夏

の
盆
踊
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
中
止
も
決

め
ま
し
た
。

新
自
治
会

　
　
海
老
名
ザ
・
レ
ジ
デ
ン
ス

　
　
　

  

海
老
名
ザ・レ
ジ
デ
ン
ス
自
治
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　          

会
長
会
長

　

　
　
　
　    
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 槇
　大
輔

槇
　大
輔

今
、
思
う
こ
と

　
　
　

      

サ
ン
パ
ル
ク

サ
ン
パ
ル
ク
6
5
0

6
5
0
自
治
会

自
治
会

　
　
　
　
　

        

会
長
　

会
長
　

　
　
　      

竹
之
内
　幸
恵

竹
之
内
　幸
恵

〝
若
い
街
〞
心
よ
い
共
生
を
目
指
し
て

     
     

　            

中
央
三
丁
目
自
治
会

中
央
三
丁
目
自
治
会

           
                        

会
長
会
長

　

                          
                          

堀
　秀
司

堀
　秀
司

新
自
治
会
長
に
な
っ
て    

    

　       
       

　
　
　  

上
今
泉
五
丁
目
自
治
会

上
今
泉
五
丁
目
自
治
会

                 

会
長
会
長

　

                          

木
南
　準
二

木
南
　準
二

　
私
の
自
治
会
活
動
経
歴
は
３
年
前
に

副
会
長
を
１
年
、
そ
の
後
２
年
間
会
計

担
当
、
今
年
度
は
会
長
と
４
年
目
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
新
た
な
五
丁

目
自
治
会
の
活
動
実
績
と
今
ま
で
感
じ

た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
自
治
会
が
発
足
し
て
か
ら
40
数
年

の
間
で
諸
先
輩
が
築
き
上
げ
た
自
治
会

体
制
と
活
動
を
会
員
が
引
継
ぎ
、
様
々

な
工
夫
を
し
て
発
展
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
当
自
治
会
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
住
民
の
65
歳
以

上
が
４
割
強
と
な
る
超
高
齢
化
社
会
と

な
り
ま
し
た
。
自
治
会
の
加
入
率
は
９

割
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
数

が
少
し
ず
つ
減
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
り
、〝
1
0
0

歳
で
も
元
気
で
明
る
く
〞
を
標
語
に
し

て
地
域
の
高
齢
化
と
町
内
活
性
化
を
テ

当
自
治
会
は
、
元
々
河
原
口
自
治
会

に
属
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
１
９
９
４

年
（
平
成
６
年
）
に
住
居
表
示
施
行
が

中
央
三
丁
目
に
変
わ
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

河
原
口
自
治
会
か
ら
分
離
し
、
中
央
三

丁
目
自
治
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
発
足
時
は
、
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
（
旧
ダ

イ
エ
ー
）
を
中
心
に
店
舗
・
事
務
所
ビ

ル
６
〜
７
棟
、分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
４
棟
、

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
３
棟
で
、
自
治
会
加

入
戸
数
約
４
４
０
戸
の
小
規
模
自
治
会

で
し
た
。

　
当
時
は
、
建
設
ま
も
な
い
マ
ン
シ
ョ

ン
で
、
住
民
は
皆
さ
ん
若
く
、
30
〜
50

代
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
発
起
人
の
方

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
に
よ
り
集
会
を
開
く
こ
と
が
容
易
で

は
な
い
た
め
、
メ
ー
ル
や
リ
モ
ー
ト
会

議
で
意
見
を
交
換
し
て
集
会
を
最
小
限

に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
対
面
で

行
う
や
り
取
り
と
は
異
な
る
難
し
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
は
な
は
だ
未
熟
者

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、

緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
た
こ
と

で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感

染
者
数
も
減
少
し
、
社
会
の
動
き
に
も

変
化
が
み
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
の
取
り
組
み
も
、
社
会
情
勢
に

合
わ
せ
、
役
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ

き
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
半
年
が
過
ぎ
て
今
思
う
こ

と
は
、
組
織
と
し
て
の
自
治
会
の
自
分

の
立
ち
位
置
や
横
の
繋
が
り
な
ど
、
多

く
の
こ
と
を
知
り
、
視
野
が
広
が
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
仕
事
と
の
両
立
は

大
変
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
良
い
経
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
半
年
、
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
取
り
組
み
、

自
治
会
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
マ
に
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
、
自
治
会
館
の
改
装
等
の
準
備
を
し

な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
週
4

回
）
を
開
設
し
、そ
の
後
公
園
体
操
（
週

2
回
）
を
企
画
し
、
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
公
園
体
操
、
イ
ベ

ン
ト
関
係
を
休
止
し
て
お
り
ま
す
が
、

定
例
会
議
、
防
災
訓
練
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
、
公
園
清
掃
等
を
十
分
な
感
染
防

止
対
策
を
と
り
な
が
ら
し
っ
か
り
と
実

施
で
き
た
こ
と
は
、
会
員
の
住
民
意
識

の
高
さ
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
激
減
し
、
漸
く

９
月
30
日
で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た

感
染
予
防
対
策
を
一
層
強
化
し
な
が

ら
、
本
来
の
自
治
会
活
動
に
で
き
る
だ

け
早
く
戻
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

た
ち
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
を
中

心
に
皆
現
役
で
子
ど
も
た
ち
も
小
さ

く
、
子
ど
も
会
も
あ
り
、
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
に
癒

さ
れ
、
皆
楽
し
み
な
が
ら
、
無
か
ら
の

自
治
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
27
年
間
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
が
16
棟
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
が
４
棟

建
設
さ
れ
、
今
や
27
棟
の
分
譲
・
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
、
世
帯
数
約
１
、

８
０
０
戸
強
の
大
世
帯
と
な
り
ま
し

た
。（
内
、自
治
会
加
入
１
、５
７
０
戸
）

　
こ
こ
20
年
位
は
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
よ
る
住
民
の
増
、
古
い
マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
の
転
出
、
利
便
性
が
良
い

事
か
ら
高
齢
者
の
転
入
と
か
な
り
の
人

の
出
入
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
古
い
歴
史
の
あ
る
自
治
会
と
違
い
、

過
去
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、〝
若
い
街
〞、
歴
史
が
な

い
分
何
か
絆
が
少
な
く
な
り
が
ち
で

す
。

　
そ
の
か
わ
り
、
中
央
三
丁
目
自
治
会

売
り
の
夏
ま
つ
り
、
も
ち
つ
き
大
会
等

の
諸
イ
ベ
ン
ト
で
補
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
ず
、
今

迄
先
輩
た
ち
が
築
い
て
来
ら
れ
た
絆
が

失
わ
れ
る
の
で
は
と
苦
慮
し
て
い
ま
す

が
、
い
か
ん
せ
ん
〝
若
い
街
〞、
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
以
前
の
普
通
の
日

常
に
入
っ
て
い
け
る
よ
う
、
役
員
一
同

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ココロロナナにに負負けけるるなな！！コロナに負けるな！コロナに負けるな！
みんなで海老名を守ろうみんなで海老名を守ろう
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第 49 号 自 治 連 だ よ り 令和４年３月１日 （4）

　
望
地
は
、
海
老
名
市
の
中
央
東
部
に

位
置
し
、綾
瀬
市
に
接
し
て
お
り
ま
す
。

　
海
老
名
む
か
し
ば
な
し
に
よ
る
と
、

「
望
地
は
戸
数
わ
ず
か
十
戸
足
ら
ず
で

村
に
は
ま
だ
名
前
が
付
い
て
い
な
か
っ

た
そ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
ろ
、
こ
の
土
地

へ
寺
を
建
て
よ
う
と
国
分
の
高
台
か
ら

見
渡
し
た
お
坊
さ
ん
が
一
地
点
を
指

し
、
あ
そ
こ
に
し
た
い
と
言
っ
た
。
お

坊
さ
ん
が
望
ん
だ
土
地
だ
か
ら
望
地
と

　
　
　

■
令
和
２
年
の
自
治
会
活
動
は
ほ
ぼ
全

て
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
で
引
き
こ
も
り
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
コ

ロ
ナ
の
責
任
に
し
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
？
」
の
疑
問
が
出
て
き
ま
し
た
。
　

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
の

活
動
計
画
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
、
対
策
用
設
備
も
整
え
れ
ば
、

本
来
自
治
会
が
目
標
と
し
て
い
る
「
高

齢
化
、
少
子
化
、
防
災
・
防
犯
」
に
対

応
し
た
活
動
が
で
き
る
と
考
え
、
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
活
動
計
画
を
企
て
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
①
飲
食
を

伴
わ
な
い
も
の
、②
３
密
を
回
避
す
る
、

等
の
基
本
的
対
策
を
行
う
。
③
参
加
者

の
記
録
簿
を
作
成
。
④
間
仕
切
り
、
高

性
能
の
空
気
清
浄
機
、
手
指
消
毒
と
自

動
検
温
器
の
設
置
、
等
の
万
全
な
対
策

を
行
う
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

又
、
会
議
は
最
小
に
し
、
密
集
を
避
け

る
た
め
に
、
20
人
を
超
え
る
会
議
は
２

回
に
分
け
て
行
う
よ
う
に
い
た
し
ま
し

た
。

　
実
際
に
行
っ
た
活
動
は
●
６
月
６
日

に
「
春
の
美
化
デ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
公
園
周
辺
の

清
掃
、
草
取
り
は
、
密
集
を
避
け
て
有

志
だ
け
で
対
応
し
ま
し
た
。
参
加
世
帯

は
90
％
以
上
で
、
良
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
●
７
月
22
日
に
は
「
夏
休
み
親

子
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。
　

例
年
、
ご
褒
美
と
し
て
行
っ
た
そ
う
め

ん
流
し
は
中
止
し
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
70
人
程
度
と
な
り
、
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
●
11
月
７
日
は
「
自
主
防
災
訓

練
」
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時

間
を
生
か
し
、浜
田
自
治
会
防
災
計
画
、

　
９
月
30
日
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
。

　
長
か
っ
た
自
粛
の
流
れ
に
慣
れ
て
し

ま
い
、
他
人
と
触
れ
合
う
こ
と
に
恐
怖

感
を
抱
く
人
た
ち
が
多
く
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
す
ぐ
に
日
常
を
取
り
戻
す
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
行
動
が
遅
れ

る
と
や
ら
な
い
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
う
。

さ
つ
き
町
自
治
会
と
し
て
は
、
ま
ず
役

員
会
を
開
き
、
今
後
の
予
定
を
協
議
・

発
表
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

10
月
３
日
に
自
治
会
内
の
美
化
デ
ー

を
実
施
し
た
が
、
4
5
0
名
ほ
ど
の
参

加
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
屋
外
で
行

う
共
同
作
業
の
楽
し
さ
を
訴
え
る
意
見

を
聞
い
た
。
今
ま
で
は
日
常
で
あ
っ
た

   
   

緊
急
事
態
宣
言

緊
急
事
態
宣
言

　
　
　
　
解
除
を
受
け
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光
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目
指
し
て

を
目
指
し
て                            

　
　
　
　

望
地
自
治
会

望
地
自
治
会

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

      
      

会
長
会
長    

倉
橋
倉
橋 

芳
明
芳
明

　
海
老
名
市

海
老
名
市

　
　
自
治
会
連
絡
協
議
会

　
　
自
治
会
連
絡
協
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
開

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
開

     

コ
ロ
ナ
禍
の

コ
ロ
ナ
禍
の

 
 
 
 
 
 
 
 

自
治
会
活
動

自
治
会
活
動

　
　
　
　  

浜
田
自
治
会

浜
田
自
治
会

                                      

会
長
会
長    

近
藤
近
藤 

正正

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

        

 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

                                      

▲さつき町自治会館▲望地自治会館

▲浜田自治会館

が
、
し
ば
ら
く
は
勇
気
を
必
要
と
す
る

予
定
行
動
と
な
る
。
早
く
日
常
に
な
る

よ
う
自
治
会
活
動
を
進
め
た
い
。

自
主
防
災
隊
規
約
を
作
成
し
、
自
主
防

災
隊
組
織
を
63
名
に
増
員
し
て
、
危
機

管
理
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
上
で
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。
市
危
機
管
理
課
か
ら

５
名
の
応
援
者
と
起
震
車
を
都
合
し
て

い
た
だ
き
、
大
々
的
な
防
災
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
も
1
3
0
名
を

超
え
、
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
期
の
後
半
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
も
鎮
静
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
緩
む
こ
と
な
く
コ
ロ
ナ
対
策
を
十

分
に
行
い
、
自
治
会
の
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

し
た
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
望
地
自
治
会
の
主
な
行
事
と
し
て

は
、

㈠
週
に
二
回
の
小
学
一
年
生
下
校
時
の
　
　
　
　
　

■
安
全
確
保
及
び
犯
罪
抑
止
の
た
め
の
　
　
　
　

■
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

㈡
９
月
の
避
難
所
開
設
運
営
訓
練

㈢
10
月
の
敬
老
の
つ
ど
い

㈣
１
月
の
ど
ん
ど
焼
き
に
共
催
す
る
形
　

■
で
と
ん
汁
や
焼
き
い
も
等
の
お
も
て
　

■
な
し
な
ど
住
民
が
参
加
で
き
る
活
動
　

■
を
年
間
行
事
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
は
、
年
々
高
齢
化

し
、
若
い
住
民
の
加
入
参
加
が
望
ま
れ

ま
す
。
敬
老
の
つ
ど
い
は
、
七
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、

民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
に
よ
り
参
加

者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
ど
焼
き

は
、
望
地
山
王
稲
荷
社
奉
賛
会
が
主
催

さ
れ
て
お
り
、
自
治
会
の
お
も
て
な
し

も
手
伝
っ
て
参
加
者
が
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
い
行
事
も

あ
り
残
念
で
す
。

　
自
治
会
で
は
、
通
年
防
災
・
防
犯
を

重
点
課
題
と
し
て
お
り
、〝
安
全
・
安

心
住
み
良
い
望
地
〞
を
目
指
し
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
８
月
よ
り
再
開
い
た
し

ま
し
た
。

　
自
治
会
の
皆
さ
ま
が
長
ら
く
続
い
て

い
る
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う
乗
り
切
っ
て
き

た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
苦
労
さ
れ
た
中
で

の
活
動
事
例
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
今
年
度
、
各
自
治
会
長
の

皆
さ
ま
の
ご
紹
介
や
過
去
の
自
治
連
だ

よ
り
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。自治連ホームページ URL

https://jichiren2.wixsite.com/2021
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季節のブーケ

卒園・卒業のお祝い花束
　門出のフラワーギフト
　　ご注文承ります！！

そうてつローゼン杉久保店お隣り
ご予算等々・・
お気軽にご相談ください！！
配達承ります。

花壇用草花・和洋鉢花・ガーデニング用品
季節の花束・アレンジメント

慶弔生花　各種取り揃え
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木曜定休日

杉久保店 TEL046（259）9535
海老名市杉久保北4－3－12

〒243-0427
　神奈川県海老名市杉久保南４-18－１

＜営業時間＞AM8:00 ～ PM8:00 ＜定休日＞日曜
046-238-3878☎

令和４年３月１日 （5）自 治 連 だ よ り第 49 号

　
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ま
に

は
、
日
頃
よ
り
海
老
名
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
各
事
業
等
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、
こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
地
域
活

動
の
自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
地
区
社
協
で
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
為
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
方
式
で
の
サ
ロ
ン
や
絵
手

紙
・
手
芸
キ
ッ
ト
お
届
け
に
よ
る
見
守

り
な
ど
、「
新
た
な
地
域
福
祉
づ
く
り
」

を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も〝
コ

ロ
ナ
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
〞
こ

と
で
コ
ロ
ナ
前
に
は
な
か
っ
た
新
た
な

チ
ャ
ン
ス
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
自
治
会
会
員
の
皆
さ
ま

　
自
治
会
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
海
老
名
市
に
は
1
5
6
人
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。
全
国
に

は
約
23
万
人
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
は

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
々
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
、
人
と
人
と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り

ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
、
誰
に
頼
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
あ
な
た
の
地
域
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。

　
青
健
連
は
、
各
中
学
校
区
毎
に
６
学

区
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
各
地
区
に

あ
っ
た
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
唯
、
こ
の
２

年
間
は
コ
ロ
ナ
で
積
極
的
な
関
り
が
持

て
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
青
健
連
は
、
自
治
会
は
じ
め
P
T
A

や
民
生
児
童
委
員
等
各
団
体
の
集
ま
り

を
主
と
し
て
組
織
さ
れ
、
各
学
校
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
挨
拶
運
動
等
の
活

動
、
見
守
り
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
市
制
50
周
年
記
念
で
市
長
よ
り

表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
先
行
き
が

見
え
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
お
り

ま
す
の
で
、
当
協
議
会
も
可
能
な
限
り

指
導
員
研
修
等
を
開
催
し
な
が
ら
、
主

要
事
業
で
あ
る
親
子
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

大
会
を
始
め
、
市
民
ま
つ
り
や
小
学
校

で
の
工
作
指
導
、
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
の

支
援
な
ど
活
動
再
開
に
備
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
３
月
末
で
任
期
を

終
え
る
指
導
員
も
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
新
旧
指
導
員
が
協
力
し
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
達
の
地
域
は
、
相
模
鉄
道
の
さ
が

み
野
駅
北
口
に
面
し
た
三
角
地
が
活
動

拠
点
の
自
治
会
で
す
。
道
路
を
挟
ん
で

座
間
市
栗
原
に
な
り
、
各
企
業
が
多
い

為
朝
夕
の
通
勤
や
退
社
に
対
し
駅
が
混

雑
し
ま
す
。
駅
前
に
ス
ー
パ
ー
及
び
銀

行
が
あ
り
、
薬
局
や
病
院
も
多
く
あ
り

飲
食
店
も
多
く
夜
遅
く
ま
で
明
る
い
で

す
。
自
治
会
の
活
動
は
自
治
会
館
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
館
は
昭

和
53
年
４
月
に
、
こ
の
地
域
の
開
拓
者

よ
り
土
地
の
提
供
を
受
け
て
市
の
補
助

と
自
治
会
員
の
真
心
の
寄
付
に
て
で
き

ま
し
た
。
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
の
祭
り
や
盆
踊
り
等
も
自
治

会
館
中
庭
に
櫓
を
組
ん
で
毎
年
行
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
コ
ロ
ナ
の
為
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
も
祭
り
や
盆
踊
り
に
病
院

   
   

自
治
会
館
を
中
心
に

自
治
会
館
を
中
心
に

 
　
　
　
　
　

  

東
柏
ヶ
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三
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会
長
会
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櫻
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信
夫

   
   

メ
リ
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メ
リ
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台
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会
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会

児
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協
議
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会
長
会
長    

桐
生
桐
生    

行
雄
行
雄

  
       

海
老
名
市

海
老
名
市

　
　
　

    

青
少
年
指
導
員

青
少
年
指
導
員

　
　
　
　連
絡
協
議
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　会
長    

安
齊
安
齊    

行
雄
行
雄

　
　
　

　
上
河
内
自
治
会
は
市
内
で
最
も
世
帯

数
が
少
な
い
自
治
会
で
す
。
小
さ
な
自

治
会
と
い
う
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
は
会
員
間
の
顔
が
見
え
る
と
い
う
こ

と
と
、
そ
れ
に
伴
い
ど
こ
に
だ
れ
が
住

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
ま
で
皆
さ
ん
が

よ
く
理
解
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
自
治
会
運
営
が
経

済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
と
役

員
の
選
出
が
難
し
い
点
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
当
自
治
会
は
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
し
、
ま
た
デ
メ
リ
ッ
ト

を
逆
手
に
取
っ
た
活
動
を
１
年
を
通
じ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
自
治
会
に
は
「
ふ
れ
あ
い
推
進
委

員
会
」
が
あ
り
、
子
ど
も
会
か
ら
長
寿

会
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
一
元
化

関連各団体よりごあいさつ関連各団体よりごあいさつ

▲東柏ヶ谷三丁目東柏ヶ谷三丁目自治会館

▲上河内上河内自治会館

や
商
店
よ
り
多
く
寄
付
を
受
け
行
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
毎
月
隔
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
る

町
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
が
毎
回

10
名
以
上
が
参
加
し
10
年
以
上
も
続
け

て
い
ま
す
。
他
に
親
睦
会
で
あ
る
球
友

会
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
子
ど
も
が
多
か

っ
た
時
に
子
ど
も
の
野
球
チ
ー
ム
が
あ

り
、
試
合
の
都
度
応
援
に
行
っ
た
も
の

で
す
。
近
年
は
子
ど
も
が
少
な
く
な

り
、
自
治
会
行
事
の
応
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
又
自
治
会
内
に
地
区
社
協
が
あ

り
、
毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
よ
り
毎
回

20
名
以
上
が
会
館
に
集
い
マ
ー
ジ
ャ
ン

や
囲
碁
と
将
棋
を
や
っ
て
い
ま
す
。
又

婦
人
会
も
金
曜
日
に
手
芸
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。
園
芸
サ
ー
ク
ル
の
グ
ル
ー

プ
が
駅
の
近
く
の
花
壇
に
季
節
毎
に
花

を
植
え
て
い
ま
す
。
又
の
び
の
び
会
も

体
操
や
茶
話
を
行
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
民
間
ア
パ
ー
ト
が
多
く
、

自
治
会
未
加
入
が
多
く
子
ど
も
の
数
が

少
な
い
事
が
悩
み
で
す
。
今
年
の
よ
う

に
コ
ロ
ナ
に
て
行
事
が
思
う
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
が
多
く
参

加
で
き
る
さ
つ
ま
い
も
掘
り
や
餅
つ
き

大
会
を
早
く
行
っ
て
明
る
い
声
が
聞
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
従
来
の
行
事
予
定

が
一
日
で
も
早
く
再
開
で
き
る
日
が
来

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

と
手
を
携
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
海
老
名
を
目
指
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
本
年
も
み
な
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ

て
、
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

告
い
た
し
ま
す
。

　
早
く
日
常
活
動
が
通
常
に
戻
り
、
対

面
で
の
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
願
う
ば

か
り
で
す
。

し
、
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
年
間
活
動
の
多

く
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間
の
活

動
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　
４
月
、
神
輿
保
存
会
と
子
ど
も
会
、

新
旧
自
治
会
役
員
に
よ
る
お
祭
り
を
実

施
。
こ
れ
は
前
日
か
ら
役
員
総
出
で
準

備
を
し
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は

直
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
、
子
ど
も
か

ら
年
配
の
方
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に
企

画
し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
１
学
期
の
修

了
式
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の
お
楽

し
み
会
や
夏
休
み
の
始
ま
り
の
１
週
間

と
終
わ
り
の
１
週
間
の
早
朝
ラ
ジ
オ
体

操
、
秋
に
は
芋
掘
り
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

に
お
菓
子
を
提
供
し
て
下
さ
る
企
業
様

も
あ
り
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。
冬
に
は
年
末
の
自
治

会
館
の
大
掃
除
と
同
時
に
多
く
の
会
員

が
集
ま
り
餅
つ
き
大
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
年
が
明
け
る
と
ど
ん
ど
焼
き
と

１
年
間
を
通
し
て
自
治
会
や
ふ
れ
あ
い

推
進
委
員
会
、
神
輿
保
存
会
、
子
ど
も

会
、
長
寿
会
、
地
域
企
業
等
が
子
ど
も

か
ら
年
配
の
方
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
協
力
し
合
い

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
残
念
な
こ
と
に
こ
の
２
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ほ
と

ん
ど
の
活
動
を
中
止
ま
た
は
縮
小
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
残
念
な
思
い
で
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
来
年
度
は
こ
れ
ら
の
活
動

が
例
年
通
り
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
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■
市
内
で
一
番
の
高
所
、
標
高
84.6
㍍
の

国
史
跡
（
秋
葉
山
古
墳
）
や
市
民
の
水

が
め
（
上
今
泉
配
水
池
、
海
老
名
世
帯

の
½  
に
供
給
）
を
も
つ
上
今
泉
―
標
高

23
㍍
〜
84
㍍
ま
で
60
メ
ー
ト
ル
の
標
高

差
に
、
13
万
６
千
市
民
の
一
割
が
住
ん

で
い
る
こ
の
地
域
。
６
つ
の
自
治
会
が

連
合
を
組
ん
で
（
S

52
年
設
立
）
44
年
。

市
民
レ
ク
が
十
数
年
続
き
、
自
治
会
対

抗
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
事
業

は
、
必
然
的
に
時
代
に
即
し
た
事
業
へ

の
細
分
化
で
形
を
変
え
、
別
表
に
掲
げ

る
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
取
り
組
み
へ

と
変
遷
し
て
い
き
ま
し
た
。
勿
論
理
念

は
健
康
・
福
祉
向
上
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
か
い
こ
と
は
紙
面

の
都
合
で
省
略
し
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

の
事
業
推
進
に
は
地
域
間
交
流
が
図
れ

る
よ
う
に
と
、
連
合
に
は
核
と
な
る
各

委
員
会
（
文
化
・
体
育
）
が
あ
り
ま
す
。

自
治
会
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
の

委
員
を
選
任
。
自
治
会
長
を
含
め
て
の

事
業
の
企
画
・
推
進
を
図
り
今
日
も
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
す
べ
て
の
行

事
は
バ
ラ
ン
ス
し
た
中
で
、
小
単
位
自

治
会
で
は
な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
大

事
業
を
補
完
し
、
交
流
を
か
ね
て
上
手

に
機
能
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
題
へ
戻
そ
う
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
わ
が
上
今
連
合
の
み
な
ら
ず
、
自

制
、
自
粛
で
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
は
こ

の
２
年
間
地
域
イ
ベ
ン
ト
か
ら
遠
ざ
か

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
初
年
度
は
ま
さ
に

恐
怖
と
の
闘
い
で
し
た
。
何
処
へ
い
っ

て
も
距
離
・
仕
切
り
、
店
内
（
庁
内
）

は
仕
切
り
板
の
設
置
、
対
面
で
の
恐
怖

心
を
覚
え
ま
し
た
。
書
面
云
々
と
言
葉

が
躍
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
し
た
。
地

域
の
流
行
語
ワ
ー
ド
は
〝
書
面
〞
で
し

た
。
一
年
は
止
む
無
し
と
思
っ
た
と
こ

ろ
、
年
末
か
ら
年
初
に
至
り
感
染
者
が

爆
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
中
、
10
月
以
降
は
感
染
者
も

激
減
し
全
国
的
に
今
は
落
ち
着
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
変
異

株
の
流
行
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
水
際
対
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
感

染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
第
６
波
に
至
ら

な
い
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
本
年
４
月
の
年
度
初
め
の
打

ち
合
わ
せ
会
議
で
は
、
周
辺
諸
環
境
を

考
慮
し
つ
つ
や
れ
る
こ
と
は
や
ろ
う
―

と
計
画
し
ま
し
た
。
前
述
し
た
９
月
ま

で
の
状
況
で
は
諸
行
事
は
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た
状
況
も
あ

り
、
密
を
さ
け
、
感
染
対
策
が
し
っ
か

り
と
れ
れ
ば
と
、
地
域
防
災
に
視
点
を

変
え
、
例
年
こ
の
時
期
開
催
し
て
い
る

コ
ミ
セ
ン
祭
り
の
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
に
、

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
折
り
込
み
実

施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
進
捗
に
つ
い
て
は
、
市
内
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
副
代
表
を
務
め
、
各

地
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
さ
れ
て
い

る
二
丁
目
星
野
自
治
会
長
に
プ
ラ
ン
を

練
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
防
災
指
導
員
、
女
性
防
火
推
進
員
、

第
七
分
団
、
文
化
・
体
育
委
員
等
地
域

人
材
資
源
を
巻
き
込
み
、
ま
た
危
機
管

理
課
、
地
域
づ
く
り
課
、
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
行
政
支
援
や
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
上
今
コ
ミ
セ
ン
全
館
を
使
っ
た
、

〝
２
０
２
１
上
今
防
災
フ
ェ
ス
〞
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

別
掲
の
通
り
で
す
。

　
当
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
存
在
し
て
お
り

ま
す
。
近
年
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
線

状
降
水
帯
発
生
に
よ
る
被
害
や
、
地
震

時
で
の
災
害
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と

き
、
防
災
フ
ェ
ス
で
改
め
て
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
へ
の
認
識
や
行
動
規
範
を
学

習
さ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
防
災
フ
ェ
ス
は
、
ブ
ー
ス
単

位
で
諸
機
材
や
映
像
を
フ
ル
活
用
、
ま

た
体
験
に
よ
る
相
談
、
自
治
会
ブ
ー
ス

で
は
避
難
経
路
や
一
時
避
難
場
所
、
地

区
割
図
等
を
掲
出
し
ま
し
た
。
地
域
単

位
や
小
単
位
で
顔
の
見
え
る
こ
う
し
た

〝
学
習
会
〞
は
、〝
小
タ
イ
ム
（
３
時
間
）〞

で
し
た
が
、
防
災
意
識
の
高
揚
手
段
と

－今年度の活動をPHOTOで振り返って見ました－

で見るで見る今年の活動今年の活動‼‼

    

２
０
２
１

２
０
２
１ 

上
今
防
災
フ
ェ
ス

上
今
防
災
フ
ェ
ス 

    
    

             

　
　
　
　
久
々
の
イ
ベ
ン
ト

久
々
の
イ
ベ
ン
ト
!!

　
　
　
　
　    

地
域
防
災
を
勉
強・・・

地
域
防
災
を
勉
強・・・2
5
0

2
5
0
人
が
学
習

人
が
学
習  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
今
泉
連
合
自
治
会    

　会
長
　会
長
　栗
山
栗
山 

明
郎
明
郎    

門
沢
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

門
沢
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

             
             

▲門沢橋コミセン外観・内観

▲起震車体験

▲開会式の様子

▲煙体験

             

　
　
　
　
　

　令和３年５月１日門沢橋コミ
センが、令和２年６月より約１
年の改修期間を経てリニューア
ルオープンしました。バリアフ
リーを基本コンセプトとして、
併設の有馬図書館との複合施設
として生まれ変わりました。
　コミセン館内の廊下やほとん
どの部屋は、靴を履き替えるこ
となく利用ができます。
　エントランス中央のキッズテ
ントは、子どもたちが本を読ん
だり遊んだりできる自由な空間
を提供しています。１階集会室
は、充分な広さを確保し、大き
な集まりや、常設のプロジェク
ターによる映画鑑賞などを可能
にしています。
　２階のレクリエーション室は
春夏秋冬快適な環境で運動など
ができるようにエアコンが設置されています。１
階のスタジオでは、防音設備を完備しており、楽
器や歌の練習が出来るようになっています。
　市内のコミセンの中でも充実した設備内容と言
えるでしょう。
　コミセンの運営は、指定管理者として「えびな
学びコンソーシアム」が行っています。地域を中
心とした老若男女全ての世代に活用してもらうこ
とから、ルールを守ってもらいながら、尚且つ状
況に応じた配慮も必要かと思います。管理にあた

っては、苦労が絶えな
いかと思いますが、整
理整頓された館内など
をみると管理状態は大
変良好のようです。地
域コミュニティの重要
な場所の一つとしてこ
の状況を維持して欲し
いと思います。

門沢橋コミセン
　　リニューアル概要

工期：令和2年6月～　　　　　　 　　　　　　　
■　 令和3年4月末
費用：約6億8000万円  
■　（有馬図書館含む全体）
広さ：コミセン1,115.00㎡　　
■　(全体2,237.28㎡)   
駐車場  43台

行事名 参加人員 開催月

1 春の歩こう会 60 6月

2 上今盆踊り 1000 8月(後援)

3 スポ-ツ健康祭り 100 9月

4 秋の歩こう会 200 11月(バス)

5 敬老の集い 300 11月

6 コミセンまつり 1200 12月

7 駅伝競走 50 1月

8 ふれあい事業 200 2月(バス)

上今泉連合自治会主要行事(通常時)

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
危
機
管
理
課
の
皆
さ
ん
や
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
12
／
11
寄
稿
）

防
災
フ
ェ
ス
の
内
容

・  

地
震
の
揺
れ
体
験
（
起
震
車
）、

   

煙(

け
む
り)

体
験
、消
火
器
訓
練
、　
　
　
　

■
あ
わ
て
ず
に
行
動
す
る

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
風
水
害
・
地
震
）　
　

■
を
知
ろ
う
！
　

　
海
老
名
市
―
上
今
泉
地
区

*

「
地
域
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と

　
　「
過
去
の
災
害
D
V
D
」
か
ら
学
　

■
■
ぶ
（
自
助
・
共
助
）

・
風
水
害
へ
の
備
え:

マ
イ
タ
イ
ム
ラ  

　
　
　
　
　
　

■
イ
ン
作
成
、
避
難
行
動
、
避
難
所
な
ど

・
地
震
災
害
の
備
え:

耐
震
補
強
、
家
具

　
転
倒
防
止
／
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
、

　
通
電
火
災
防
止
・
災
害
時
照
明

・
災
害
に
備
え
た
水
・
食
料
の
備
蓄
と
災
　
　

■
害
食
の
作
り
方
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
　
　

■
対
策
　

別
表
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令和４年３月１日 （7）自 治 連 だ よ り第 49 号

PHO
TO

活動報告（ピックアップ）

－今年度の活動をPHOTOで振り返って見ました－

【総務部会】
　本年度の部会活動は、コロナ禍での制限を受け、目玉の座学
研修はリモート会議で開催し、優良施設研修は中止を余儀なく
されました。安全・安心フェスティバルは縮小されて開催され、
功労者表彰を受賞することができました。
　加入率の向上については、加入メリットを具現化すべくでき
ることから始めようと、専門部会で継続して取り組みました。
手だては少しずつ形になってくると思っています。
　マンション新設 ( 長谷工マンション ) 一期目完成時の加入促
進を続けていますが、周辺マンション群も含め加入促進を役所
の支援を頂きながら継続して進捗させたいと思っています。
　長い時間をかけて検討いただきました自治連基金がご理解を
得て４月より運用の運びとなりました。いつどこで何が起こる
かわからない時代に、使う場面がないことを願いつつ、この基
金が、いざという時の支えになればと思っています。
　限られた中での活動状況が続きますが、当面は優先順位を決
めながら案件・課題に挑戦したいと思っています。
【戸建て防災部会】
　令和三年度は依然コロナの影響で部会活動はほとんどできま
せんでしたが昨年三月に策定した地区防災計画の中で「戸建て
の防災」は地域ごとに全く違うということが分りました。地震
や水害、土砂災害で地域ごとに詳細に調査し、今やっておくこ
と、災害が発生した時に誰が何を行うかを決めておくことが被
害を少なくする、自助共助につながります。これを実践するた
め昨年１２月に上今泉連合で防災フェス２０２１を初めて開催
しました。上今泉コミセン全館を使用しての大がかりのものに
なりました。市危機管理課、海老名災害ボランティアネットワ
ーク、第七分団等多くの協力を頂き非常に好評で今後は、他の
地域にも広げ海老名市全体を災害に強い地域にと考えていま
す。
【マンション防災部会】
　昨年度は、市防災会議にて市地域防災計画に 10 のマンショ
ン自治会の地区防災計画を登録しました。今年度のマンション
防災部会は、昨年の地区防災計画の更新と必要事項の見直しを
行い、地区防災計画書の充実を図る予定でした。
　コロナ禍のため会合を開くことはかなわず、例年行われてい
る自治会自主防災訓練も中止ないしは縮小した形での開催とな
りました。しかし、災害は突然発生します。
　来年度に向けては、コロナ禍のような生活環境において災害
が発生した場合の対処について、きめ細かな活動内容をここ２
年間の経験を基に地区防災計画書に書き加えて行きたいと思っ
ています。
【防犯部会】

今年度の防犯部会は、コロナ禍のため会合を開くこともでき
ず例年実施している警察など関係団体と一緒に行う街頭での防
犯キャンペーンも中止となり、限定した活動を余儀なくされま
したが、このような中で交番との合同パトロールを実施するこ
とができました。 
　これは海老名署の全面的な協力により市内の交番と自治会が
合同でパトロールを実施するもので昨年より開始した取り組み
で、地域防犯の要である交番と地域を代表する自治会が連携し
て防犯意識を高めるコミュニティポリス活動の原点となりま
す。 
　さらに本年度は千葉で発生した通学路事故を教訓とした地域
のＰＴＡや青健連も含めた合同連携パトロールに拡大した地区
もあり、警察官の専門的視点から学びも多かったようです。 
　警察官としても、日頃から危険情報や地域のイベント予定な
ども提供いただくと防犯対策を計画しやすいとのことですから、
防犯部会としても、このような連携体制を続けていきたいと考
えます。
【ＰＲ部会】
　今年度の PR 部会は３回の部会を開催し、自治会加入促進活
動の事業を実施いたしました。
①　加入促進グッズの選定及び活用方法の検討におきまして
　は、 定番のティッシュに加え昨今の転入世帯を考慮してお子
　様をターゲットにした「えび～にゃのイラスト入り絆創膏」
　を新たに製作しました。
②　三井住友銀行ショールームをお借りしての加入促進活動に
　おいては補助的避難所として協定を結んだ各自治会館を紹介
　し、災害時に市民の方々が避難できる施設を写真パネル形式
　で掲載告知いたしました。
③　市役所１階におきまして大型スクリーンを活用した加入促
　進 PR ビデオの放映を実施しました。
　　活動を振り返るに、ウィルスの蔓延対策から対面やアンケ
　ートの実施ができず活動に苦慮する状況でしたが、部会メン
　バー及び関係各位のご協力により無事に年度を終えることが
　できましたこと御礼申し上げます。　
【広報部会】
　部会員との会議は、初回と紙面校正の２回でしたが、紙面構
成については、コロナが継続ということもあり”コロナ禍”での
活動や地域の関心ごとをまとめ記事を組み立てました。
　内容的には、例年と同じく８ペ－ジ建のタブロイド判で記事
をまとめ３月初旬発行を目途に活動しました。
　今年も事務局を主体に依頼・担当との連絡をとりながら進め
てまいりました。
　特にコロナ禍での活動の中で、姉妹都市との交流・近況をリ
モートで実施し、さわり部分を記事に纏め、目先をちょっと変
え取り組んでみました。
　こうした時期、会合は多くは持てませんでしたが、座学研修
をリモート会議で行うことができ、紹介できたことは良かった
と思っています。
　ご協力を頂いた会員の皆さんや原稿協力にあらためて感謝
し、お礼申し上げます。

各専門部会報告 自治連専門部会の今年度の活動状況を報告します。

▲50周年記念式典表彰式(11月)▲県央３市意見交換会(11月)

▲えびな安全・安心フェスティバル表彰式(12月)▲姉妹都市情報交換会(12月)

で見るで見る今年の活動今年の活動‼‼

▲加入促進活動(三井住友銀行ショーウインドウ）(９月） ▲民児協・社協意見交換会(10月)
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海
老
名
署
か
ら
令
和
３
年
の
犯
罪
認

知
件
数
（
暫
定
値
）
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。（
別
表
参
照
）
１
０
０
０
件
以
下

の
目
標
を
４
年
連
続
で
下
回
り
、
昨
年

は
見
事
過
去
最
少
件
数
6
0
5
件
を

達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
〜
コ
ロ
ナ
で
２
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止

措
置
で
、
制
約
、
自
粛
が
相
変
わ
ら
ず

続
き
ま
し
た
が
、
９
月
以
降
は
コ
ロ
ナ

も
落
ち
着
き
、
発
生
件
数
的
に
は
大
幅

に
減
少
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
年
末
か

ら
は
ご
案
内
の
よ
う
に
、
や
っ
と
落
ち

着
い
て
き
た
コ
ロ
ナ
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

へ
と
変
異
し
、
ま
た
ぞ
ろ
爆
発
的
に
再

燃
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
も
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
、
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
中
止
等
が
あ
り
犯
罪
の
罪

種
が
若
干
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
侵
入
盗
、
詐
欺
等
減
少
）

　
犯
罪
減
少
が
継
続
し
て
保
た
れ
て
い

る
事
の
要
因
は
、
積
極
的
啓
発
・
啓
蒙

活
動
が
出
来
な
い
中
、
警
察
署
の
地
道

な
活
動
努
力
や
、
地
域
で
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
定
着
、
意
識
の
向
上
が
あ
っ

て
の
達
成
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
尽
力
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
警
察

官
の
同
行
を
お
願
い
し
、
地
域
を
一
緒

に
回
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
後
の
警
察
官
か
ら
の
指

導
や
状
況
報
告
等
時
宜
に
あ
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
等
も
あ
り
、
犯
罪
減
少
に
寄
与

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
も
5
0
0
件
と
い
う
大
目
標

を
掲
げ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

と
の
こ
と
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
結
果

的
に
は
こ
の
目
標
値
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ク
リ
ア
領
域
に
は
入
っ
て

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
は
住
み
た
い
街
の
指
標

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
地
道
な
努
力
を
重
ね
つ
つ
、
大

き
な
壁
を
乗
り
越
え
た
く
、
こ
れ
か
ら

も
当
面
の
5
0
0
件
以
下
の
目
標
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン

と
い
う
強
敵
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
一

つ
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
に
休
み

は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
み
続
け
た
い
街
の

N
O
1
は
安
全
・
安
心
が
実
感
で
き

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
積
極
的
な
対
応
を
今
年
も
続
け

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
状
況
を
罪
種
別
に
み

て
み
ま
す
と
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
別
表
参
照
）
記
載
の
よ
う
に
絶

対
件
数
は
6
0
5
件
（
昨
年
6
5
3

件
）
と
、
過
去
最
少
件
数
を
達
成
し
ま

し
た
。
罪
種
に
よ
っ
て
は
増
加
し
た
犯

罪
（
万
引
等
）
も
あ
り
課
題
が
残
り
ま

し
た
。
年
に
よ
り
世
情
に
よ
り
罪
種
の

モ
グ
ラ
た
た
き
が
続
き
ま
す
が
、
な
ん

と
か
低
水
準
で
推
移
で
き
る
よ
う
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
内
容
的
に
は
、
窃
盗
犯
で
の
大
き
な

数
字
と
な
っ
て
い
る
自
転
車
盗
（
▲
11

件
）
が
1
0
0
件
台
に
落
ち
着
い
て

き
た
こ
と
、
侵
入
盗
（
▲
12
件
）、
詐

欺
盗
（
▲
11
件
）
の
減
少
が
大
き
く
減

少
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
増
加
し
た
犯
罪
は
、
一
昨
年

よ
う
や
く
２
桁
ま
で
に
減
少
し
た
万
引

き
犯
罪
が
、
再
び
３
桁
（
34
件
増
）
に

逆
戻
り
、
減
少
へ
の
足
か
せ
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
オ
ー
ト
バ
イ
盗
（
６
件

増
）、
自
販
機
ね
ら
い
（
８
件
増
）
が

増
加
し
、
課
題
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
次
年
度
課
題
と
し
て
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
特
殊

サ
ギ
に
つ
い
て
も
適
宜
啓
発
活
動
を
続

け
な
が
ら
継
続
し
た
取
組
み
で
減
少
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
各
種
制
約
が
あ
る
中
で
の

活
動
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
腰
を
据
え

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
防

犯
対
策
と
し
て
、
署
員
と
の
共
同
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
、
ま
た
地
域
で
の
防
犯

講
話
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
の
啓

発
・
啓
蒙
活
動
等
々
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
各
種
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
１
件
で
も
件
数
を
減
ら
せ
る
よ
う

根
気
よ
く
活
動
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
本
稿
は
関
係
者
よ
り
情
報
を
い

た
だ
き
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
　（
総
務
部
会
長
　
栗
山
　
明
郎
）

＊
前
年
に
比
し
減
少
し
た
主
な
犯
罪

　
・
凶
悪
犯
　
　
　
　
　
　
０
件

　
・
空
き
巣
　
　
　
　
　
　
６
件

　
・
詐
欺
盗
　
　
　
　
　
　
０
件

　
・
自
転
車
盗
　
　
　
１
１
９
件

　
・
車
上
ね
ら
い
　
　
　
　
24
件

　
・
部
品
ね
ら
い
　
　
　
　
22
件

　
・
置
引
き
　
　
　
　
　
　
14
件

　
・
そ
の
他
侵
入
盗
　
　
　
32
件

　
・
そ
の
他
非
侵
入
盗
　
　
92
件

＊
増
加
し
た
主
な
犯
罪

　
・
粗
暴
犯
　
　
　
　
　
　
32
件

　
・
自
動
車
盗
　
　
　
　
　
10
件

　
・
自
販
機
ね
ら
い
　
　
　
12
件

　
・
万
引
き
　
　
　
　
１
２
１
件

Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 R１年 R２年 R3年 前年比
窃盗犯 844 858 821 848 619 568 493 476 －17
粗暴犯 60 62 69 61 69 60 24 32 8
その他 151 156 165 190 174 190 136 97 －39
合　計 1,055 1,076 1,055 1,099 862 818 653 605 －48

犯　罪
情　報

■海老名市の刑法犯発生状況

■地域別窃盗犯認知件数
地　　区 R３ R２ 増減 地　　区 R３ R２ 増減

中 央 一 丁 目 41 45 －4 下 今 泉 0 0 0
中 央 二 丁 目 54 61 －7 下 今 泉 一 丁 目 8 4 4
中 央 三 丁 目 23 24 ー1 下 今 泉 二 丁 目 5 8 －3
国 分 南 一 丁 目 2 4 －2 下 今 泉 三 丁 目 3 4 －1
国 分 南 二 丁 目 4 6 ー2 下 今 泉 四 丁 目 0 1 －1
国 分 南 三 丁 目 2 4 ー2 下 今 泉 五 丁 目 2 1 1
国 分 南 四 丁 目 2 1 1 柏 ヶ 谷 15 15 0
国 分 北 一 丁 目 5 4 1 東柏ケ谷一丁目 4 6 －2
国 分 北 二 丁 目 5 2 3 東柏ケ谷二丁目 13 8 5
国 分 北 三 丁 目 0 3 ー3 東柏ケ谷三丁目 17 15 2
国 分 北 四 丁 目 0 2 －2 東柏ケ谷四丁目 4 6 －2
望 地 一 丁 目 0 1 －1 東柏ケ谷五丁目 6 9 －3
望 地 二 丁 目 0 9 －9  東柏ケ谷六丁目 2 2 0
勝 瀬 1 3 ー2 上 今 泉 2 0 2
大 谷 1 0 1 上 今 泉 一 丁 目 4 1 3
大 谷 北 一 丁 目 4 1 3 上 今 泉 二 丁 目 4 6 －2
大 谷 北 二 丁 目 2 0 2 上 今 泉 三 丁 目 1 2 －1
大 谷 北 三 丁 目 1 0 1 上 今 泉 四 丁 目 4 3 1
大 谷 北 四 丁 目 8 6 2 上 今 泉 五 丁 目 1 3 －2
大 谷 南 一 丁 目 0 0 0 上 今 泉 六 丁 目 1 1 0
大 谷 南 二 丁 目 2 3 －1 杉 久 保 1 0 1
大 谷 南 三 丁 目 1 2 －1 杉久保北一丁目 0 1 －1
大 谷 南 四 丁 目 3 1 2 杉久保北二丁目 0 5 －5
大 谷 南 五 丁 目 3 12 －9 杉久保北三丁目 3 1 2
浜 田 町 1 3 －2 杉久保北四丁目 2 5 －3
国分寺台一丁目 0 1 －1 杉久保北五丁目 0 6 －6
国分寺台二丁目 0 1 －1 杉久保南一丁目 2 0 2
国分寺台三丁目 0 5 ー5 杉久保南二丁目 0 0 0
国分寺台四丁目 1 3 －2 杉久保南三丁目 0 0 0
国分寺台五丁目 1 0 1 杉久保南四丁目 0 3 －3
中 新 田 7 4 3 杉久保南五丁目 0 0 0
中 新 田 一 丁 目 1 2 －1 中 河 内 4 2 2
中 新 田 二 丁 目 5 3 2 上 河 内 1 0 1
中 新 田 三 丁 目 9 7 2 本 郷 19 23 －4
中 新 田 四 丁 目 5 5 0 社 家 18 15 3
中 新 田 五 丁 目 2 3 －1 今 里 0 0 0
さ つ き 町 0 0 0 今 里 一 丁 目 0 1 －1
河 原 口 6 11 ー5 今 里 二 丁 目 1 1 0
河 原 口 一 丁 目 4 6 －2 今 里 三 丁 目 1 0 1
河 原 口 二 丁 目 3 9 －6 中 野 0 0 0
河 原 口 三 丁 目 3 2 1 中 野 一 丁 目 5 3 2
河 原 口 四 丁 目 10 8 2 中 野 二 丁 目 2 2 0
河 原 口 五 丁 目 5 1 4 中 野 三 丁 目 7 1 6
上 郷 5 2 3 門 沢 橋 1 0 1
上 郷 一 丁 目 4 5 －1 門 沢 橋 一 丁 目 0 2 －2
上 郷 二 丁 目 0 0 0 門 沢 橋 二 丁 目 8 6 2
上 郷 三 丁 目 0 1 －1 門 沢 橋 三 丁 目 0 1 －1
上 郷 四 丁 目 1 3 －2 門 沢 橋 四 丁 目 1 3 －2
扇 町 48 23 25 門 沢 橋 五 丁 目 2 3 ー1
泉 一 丁 目 2 0 2 門 沢 橋 六 丁 目 1 1 0
泉 二 丁 目 4 0 4 町 名 不 明 1 0 1
め ぐ み 町 9 11 －2 窃 盗 犯 総 件 数 476 493 －17

出所：海老名警察署

　
や
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落
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◆
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へ

◆
年
明
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ま
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コ
ロ
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と
の
向
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合
い
が
始
ま
っ
た
◆
今
年
こ
そ
は
穏
や

か
な
年
を
と
願
っ
た
新
年
◆
腹
を
立
て

て
も
し
ょ
う
が
な
い
◆
先
ず
は
心
が
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よ
う
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
守
る
こ
と

か
ら
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◆
安
全
安
心
な
健
康
都
市
は
み

ん
な
の
願
い
◆
こ
と
し
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よ
ろ
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（部 会 長）栗山　 明郎（上今泉四丁目）

（副部会長）長井　　徹（東柏ケ谷六丁目）

（委　　員）佐藤　　修（中央二丁目）

（委　　員）内藤　　治（国分北一丁目北）

（委　　員）石井　　洋（国分寺台三丁目）

（委　　員）横山　勝徳（国分寺台五丁目）

（委　　員）平島　尚武（河原口第二）

（委　　員）中澤　孝江（河原口第三）

（委　　員）山本　　勉（杉久保北部）

（委　　員）鈴木　　偉（杉久保南部）
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